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概　要
本研究は、保育所、幼稚園、認定こども園を対象に保育者が振り返りを行う記録や書類に関わるものにつ

いて、保育記録を子どもと保育者、子どもと家庭、子どもと地域との対話として、子ども中心に生態学的シ
ステム論に位置づけ整理・類型化をすることを目的として検討した。その結果、４つのカテゴリーに分類さ
れ、12の下位カテゴリーに類型化された。保育者の振り返りに使用する保育記録や書式はさまざまであり、
これらの保育記録や書式を利用し保育者は振り返りを行っているがどのような目的や視点で行っているかに
ついてはそれぞれの園で異なっていた。また、日々の記録としての保育記録をそれぞれの関係性での対話と
して捉えると、子どもの育ちを喜び合う一つのツールとして保育記録を捉えることができる。そして、子ど
も中心に保育の実践を考えることは、就学前の全ての園種で同様であることが示唆された。

キーワード：保育者、子ども理解、保育記録、生態学的システム論

問題・目的

１．保育者における子ども理解と保育記録
保育において、子ども理解や幼児理解は、保育実践を

展開していくなかで出発点として捉えられている。文部
科学省（2010）の幼児理解と評価の中で、幼児理解とは、
「幼児の行動を分析・解釈することや一般化された幼児
の姿を基準として優劣を評価することではなく、幼児と
直接触れ合う中で、言動や表情から思い・考えなどを理
解しかつ受け止め、その幼児の良さや可能性を理解しよ
うとすること」と定義されている。このように文部科学
省が管轄している幼稚園では幼児に対する理解を「幼児
理解」と定義しているが、園種に関係なく保育者が子ど
もを理解する過程は「子ども理解」と呼ばれている。
保育は２度と同じことが起こらないこと一過性の現象

であることや計画を立てるが計画通りにいかないなど、
保育を再現することは不可能である。岸井（2017）は、
保育の特性として、今日の保育は１回限りであり、再現
不可能であること、自分自身の保育について自分では見
えないこと、保育のプロセスの重要性、保育者と子ども
との関係性で成り立っていること、個をとらえながら全
体をとらえることの重要性を述べている。さらに、保育
を振り返ることは、「自らの保育実践の振り返り」及び
「子どもの変容する姿を捉えること」の２の側面（厚生

労働省 , 2017）、「教師の指導」及び「幼児の発達の理解」
の２つの側面から捉えることが重要である（文部科学省 , 

2017）。特に「子どもの変容する姿を捉える」「幼児の発
達の理解」は、ある活動から次の活動の多様な展開を想
定し、学びや経験をつないでいき、振り返りや自己評価
を指導計画や保育実践に活かしていくことが求められて
いる。
子ども理解には、保育者が子どもを観察すること、子

どもの育ちを記録に残すこと、子どもとの関わりを通し
て、保育者自身の保育についてふりかえりや省察を行う
など、様々な方法がある。その中で日常的に子どもの姿
を継続してとらえていく子ども理解の方法として保育記
録の活用がある。保育記録には、保育日誌など日々の記
録が保育所において監査の対象となるものや、保育実践
の記録、小学校へ提出する要録など、さまざまな種類の
記録がある。今井（2009）は、保育記録を「なぜ、書く
のか？」という問いに対し、保育記録の意義を３点指摘
している。具体的には、「実態を具体的に把握し適切な
援助につなげるため」、「書くことで『第三の視点』がう
まれ客観視できるようになる」、「記録によって、子ども
の行為の意味や内面を理解する」ことである。また、河
邉（2005）は、「保育に生きる記録の特徴」を紹介し、
「記録が次の保育構想につながること」「記録をすること
によって自分の保育に対する枠組みを自覚し、広げるこ
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と」の２点を挙げている。このように、保育記録の意義
は、子ども理解、保育や保育者自身の保育観の自覚化お
よび客観視、保育実践の改善、組織における保育の共有
の４点にまとめることができる。
その他に、小笠原（2019）は、保育実践で作成されて

いる保育記録と保育計画や子ども理解・評価との関連に
ついて保育記録の内容分析に関する先行研究を分析対象
とし、検討を行っている。その結果、保育記録の内容と
して、「障害児あるいは発達の気になる幼児」「保育の質」
「保育者養成」「園内研究・研修」「保育記録の手法」「発
達との関連性」「保育者との関係」の７つのテーマに分
類されており、保育記録の様式や内容は、園や保育者に
より多様性があることやそれらを共有するために体系化
や客観的な記録が必要であることが示唆されている。
日本における幼児教育施設は、保育所、幼稚園、認

定こども園に関して、保育所では、2009（平成21）年
に「保育所における自己評価ガイドライン」が示され、
2020（令和２）年改訂予定であり、幼稚園では、2008

（平成20）年に「幼稚園における学校評価ガイドライン」
が示され、幼稚園は2011（平成23）年に改訂版が出され、
子どもの姿から計画を立てることが共有化されてきてい
る。児童福祉法第3章「事業及び施設」第46条に「行政
庁は、設営・運営等の最低基準を維持するため、児童福
祉施設の長、里親及び保護受託者に対して、必要な報告
を求め、児童の福祉に関する事務に従事する職員に、対
して質問させ、若しくはその施設に立ち入り、設備、帳
簿書類その他の物件を調査させることができる」と示さ
れているように、保育所では、監査が義務付けられてい
る。また、幼稚園は、学校教育法に定められており、監
査は必要に応じて都道府県が実施することになってい
る。幼保連携型監査では、認定こども園法第３章「幼保
連携型認定こども園」第19条に「都道府県知事は、この
法律を施行するために必要があると認めたときは、幼保
連携型認定こども園の設置もしくは園長に対して、必要
と認める事項の報告を求め、又は該当職員に関係者に対
して質問させ、若しくは、その施設に立ち入り、設備、
帳簿書類その他の物件を調査させることができる。」と
している。
また、子ども子育て支援新制度に伴い、「施設監査」

と「確認監査」が新たに設けられた（内閣府 , 2016）。施
設監査の主な監査内容としては、「教育・保育環境の整
備に関する事項」、「教育・保育内容に関する事項」、「健
康・安全・給食に関する事項」である。まず、教育・保
育環境の整備に関する事項の内容としては、「①学級編
成及び職員配置の状況、②認可定員の遵守状況、③園舎
に備えるべき設備や定期的な修繕改善等、④教育・保育
を行う期間・時間 ⑤職員の確保・定着促進及び資質向上
の取組（労働条件 の改善、研修の計画的実施等）」であ
る。次に、教育・保育内容に関する事項は、「①教育及
び保育の内容に関する全体的な計画の作成、②指導計画

の作成、③小学校教育との円滑な接続、④子育て支援の
内容及び家庭・地域社会との連携」などである。最後に、
健康・安全・給食に関する事項として、「①健康の保持
促進に関する取組状況、②事故防止・安全対策に関する
取組状況、③給食の適切かつ衛生的な提供に関する取組
状況」となっている。
確認監査の主な監査内容は、「利用定員に関する基準、

運営に関する基準、給付に関する事項」となっており、
運営に関する基準として、「①内容及び手続きの説明及
び同意、②応諾義務・選考、③小学校との連携、教育・
保育の提供、評価、質の向上、④利用者負担の徴収、⑤
事故防止及び事故発生時の対応、再発防止、⑥利用定
員の遵守、⑦地域との連携、⑧会計の区分、⑨各種記録
（職員、設備及び会計、教育・保育の提供計画等）の整
備」となっている。また、給付に関する事項として、「①
地域区分、定員区分、設定区分・年齢区分、②基本分単
価、③各種加算事項、④各種加減・乗除調整事項」と
なっている。
このように、監査は、幼児教育施設のすべてに対して実

施することが求められているが、それぞれの施設の種類に
よって異なっている。さらに、新制度において、「施設給付
型」及び「地域型保育給付」が創設され、２つの給付制度
に基づき、従来各々に行われていた認定こども園、幼稚園、
保育所及び小規模保育所に対する財政支援の仕組みが共
通化されている。施設給付型に伴い、監査対象の記録類
が増加し、保育士の仕事の中で事務的な仕事に割く時間が
増大しており、休憩時間などを利用し、事務作業をせざる
を得えない状況や残業の増大が考えられる。
現在、会計については、新制度に移行せずに私学助成

金を受けている幼稚園は、会計に関して、書類を作成し、
公認会計士、監査法人の監査報告書を添付し、都道府県
に提出することが求められているが、新制度に移行して
いない幼稚園や保育所は会計監査が義務化されていない
のが現状である。
このように、評価や監査においても様々な異なる書類

が存在している。

２．学びの実践記録と省察プロセス
上村（2012）は、保育実践を高めるために、子どもの

育ちに基づき保育計画・実践・省察プロセスについて考
察を行っている。保育記録と個人ノートの資料を分析対
象とし、「集団としての育ち及び抽出児の育ち」の２点を
分析の着眼点としている。その結果、「①子どもの育ちの
芽生えを見極める」、「②学びや遊びの意味を吟味する」、
「③集団の協同性を生かしながら個の育ちを保障する」、
「④保育者としての揺らぎを受け入れる」という４つの視
点を保育者が意識することが重要だと述べている。
ニュージーランド、スウェーデンでは、生活を基盤と

した遊びを学びの記録として表す実践記録が子ども理解
のツールになっており、本邦でも活用している園が増え
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てきている。北野（2019）は、子どもの遊びや生活の中
の育ちや学びの姿をみとり分析する方法として、保育者
の省察に焦点を当てて事例を紹介している。具体的には
「保育者自身の省察記録を資料として活用した事例～神
戸大学付属幼稚園～」、「保育者自身の省察にあたり幼児
期の終わりまでに育ってほしい10の姿の分析指標とした
活用した事例」、「同一の振り返り資料を活用した事例」
である。保育者自身の省察記録を資料として活用した事
例では、神戸大学付属幼稚園の省察による子どもの記録
をもとにした「保育カンファレンス」を中心とした「実
践研究」通して、カリキュラムの開発を行っている。カ
リキュラム開発を行うにあたり、保育実践の省察に基づ
く子ども理解をもとにし、KJ法による分類を行い、10視
点のカリキュラムが開発されている。保育者自身の省察
にあたり幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿の分
析指標とした活用した事例では、2017年に改訂（改定）
された要領や指針について、「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」が明示され、小学校とのなだらかな接続
が一つのポイントであるとし、幼児教育と小学校教育の
重要性に焦点を当て、10の姿は到達目標ではなく、育ち
につながる豊かな経験が保障されることであるとしてい
る。そこで、各地で保育者が10の姿を活用しドキュメン
テーション等を作成していることを紹介し、ドキュメン
テーションが時系列的に育ちの姿を共有できることや子
どもの豊かな育ちや学びの経緯を記録することは、その
経験の中で特にどういった育ちの姿が現れることなどの
特徴がある。同一の振り返り資料を活用した事例では、
個々の子どもの豊かな育ちと学びを分析し、同一の資料
を活用して行うことが可能となると考え、10の姿を活用
した実践を振り返り資料を作成している。
ニュージーランドでは、ナショナルカリキュラムと

して作成されたテ・ファリキを参考にし、保育記録と
して作成されたラーニング・ストーリーで「学びの物
語」（カー , 2013）が注目されている（橋川 , 2014; 飯野 , 

2018; 佐藤 , 2019）。ラーニング・ストーリーとは、子ど
もの学びをアセスメントする評価方法となり、子どもの
学びの成果をチェックリストで評価するのではなく、保
育者や家庭が子どもの「学びへ向かう構え」に着目し、
その姿をナラティブな方法で評価していく方法である。
日本では、アセスメントは評価と訳され、子どもの学び
の結果を査定し、学びの結果をチェックリストで評価す
ることが多い。橋川（2014）は、ニュージーランドにお
いて開発された「テ・ファリキ」とラーニング・ストー
リーの活用方法をアメリカの実例から、日本において1

歳児らが生み出す具体的場面とそれを見守る保育者の
姿を明らかにしている。その結果、ラーニング・ストー
リーは、子どもがモノとかかわり、環境を切りひらくま
での過程を具体化する手立てであること、その過程に
真撃に向き合う保育者の共感的見守りが子どもの挑戦を
持続させる状況を作りだしていることを示している。飯

野（2018）は、ニュージーランドのカリキュラムであ
る、テ・ファリキが交付されて以降の20年に焦点を当
て、この期間、ニュージーランド政府の幼児教育に対す
る政策について「質保障」と「質評価」をどのように展
開し、子どもの「学び」をどのように位置づけ評価して
きたのかテ・ファリキを取り巻く状況から検討を行って
いる。その結果、ニュージーランドの幼児教育は知識経
済に依拠した幼児教育政策の展開を試みようとする政府
側の勢力と、確固たる哲学や展望を抱きそれを実現させ
ようとする研究者・実践者側の勢力との対立軸を背景に
色づけられていると考察している。また、佐藤（2019）
は、ニュージーランドの保育所や幼稚園などの幼児教育
施設を訪問し、記録や評価、保育計画のあり方について
報告し、訪問した視察先においてどこの施設もラーニン
グ・ストーリーを用いた保育記録を行っていたことを確
認している。加えて、日本において、未満児の保育につ
いて重要だと言われてきている中で保育者が担う役割と
して、保護者との関わりや子育て支援の重要性を述べて
おり、ニュージーランドで実践されている記録・評価・
カンファレンスの実際を紹介し、家庭との連携について
言及している。このように、学びを可視化の試みが各園
で行われているがその評価も様々であることが示唆され
ている。

３．子ども理解の視点として：生態学的システム論
現在、子どもを中心に保育を行うときにどのような観

点や接近法が有効かを検討するために、個体と環境との
間の関係や交流に注目し、両者をまとめ分析する方法と
して、生態学的システム論による理解を挙げることがで
きる。また、生態学とは、「生物と環境、または生物同士
の相互作用を理解しようとする学問です。生物はさまざま
な形で周囲の環境と関わりを持つと同時に、多数の生物
種とも相互作用しながら生活しています。何百万とも何
千万とも推定される生物種の「生活の法則」を解明する
ことが生態学の目的」と記載されている（日本生態学会 , 

2020）。
ブロンフェンブレンナー（1979）は、子どもとしての人

間発達のプロセスにおいて、絶えず変化する家庭、社会、
文化、歴史的文脈の中におけるシステムとしてとらえ、子
どもを取り巻く環境が変化する４つの要素（マイクロシス
テム、メゾシステム、エクソシステム、マクロシステム）
から構成される生態学的システム論を提唱している（図
１）。
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図１　生態学的システム論（ブロンフェンブレンナー , 1979）
を参考に著者が作成

人間の発達は積極的で成長しつつある人間とし、そう
した発達しつつある特性との間に相互作用が形成される
と考えられている（ブロンフェンブレンナー , 1979）。ブ
ロンフェンブレンナーは生態学的システム論を以下のよ
うに定義している。
マイクロシステムは、「特有の物理的、実質的特徴を

持っている具体的な行動場面において、発達しつつある
人が経験する活動、役割、対人関係のパターン」である。
定義の中で使用されている行動場面について、「行動場
面とは、人々が対面的相互作用を容易に行うことのでき
る場所である―家庭、保育園、遊び場など。活動、役割、
対人関係といった要因は、マイクロシステムの要素、つ
まりマイクロシステムを構成する素材である」と述べ、
マイクロシステムの定義の中で重要なものとして「経験」
という用語をあげている。ブロンフェンブレンナーは、
経験は、「いかなる環境も科学的に問題となる側面は、
その客観的な特徴といった側面だけでなく、その環境に
いる人々がそれらの特徴をいかに知覚するのかといった
側面を含んでいることを示すために用いられている」と
している。
メゾシステムは、「発達しつつある人が積極的に参加

している二つ以上の行動場面間の相互作用関係からなる
（子どもにとっては、家族と学校と近所の遊び仲間との
間にある関係であり、大人にとっては、家族と職場と社
会生活との間にある関係）。メゾシステムはマイクロシ
ステムのシステム」のことである。ブロンフェンブレン
ナーは、メゾシステムの具体的な例として、「発達しつ
つある人が新しい行動場面に入る時には何時でも、メゾ
システムが形成され拡大される。その主要な連環は別に
して、相互の連携は多様な形態をとり得る。両方の行動
場面に積極的に参加している他の人々は、社会的ネット
ワークの中の連環、行動場面間や現象学的領域の中での
公式・非公式なコミュニケーション、他の行動場面につ
いてある行動場面の中に存在している知識や態度の程度
や内容を媒介する」を挙げている。

エクソシステムは、「発達しつつある人を積極的な参
加者として含めていないが、発達しつつある人を含む行
動場面で生起する事に影響を及ぼしたり、あるいは影響
されたりするような事柄が生ずるような一つまたはそれ
以上の行動場面」のことである。幼い子どものエクソシ
ステムの具体例として、「両親の職場、兄弟の通ってい
る学級、両親の友人ネットワーク、地域の教育委員会の
活動等が含まれる」ことをあげている。
マクロシステムは、「下位文化や文化全体のレベルで

存在している、あるいは存在しうるような、下位システ
ム（マイクロ、メゾ、エクソ）の形態や内容における一
貫性をいい、こうした一貫性の背景にある信念体系やイ
デオロギーに対応するもの」である。具体的な例として
は、「ある社会の中で―フランスでは―託児所、学校の
教室、公園の遊び場、カフェ、郵便局などは、それぞれ
が同じように見えるし機能しているように思えるが、合
衆国のそれらとは異なったものである。まるでそれぞれ
の国の中で、さまざまな行動場面が同一の青写真から組
み立てられているかのようである。形態における類似し
た特徴は、マイクロシステムを超えた各レベルでもあら
われる」と述べている。それぞれの社会の中で一貫した
特徴パターンについて、「二つの国において、家庭、保
育園、近隣、職場やそれらの間の関係は、裕層な家族と
貧しい家族にとって同じではない」とし、このような関
係を「マクロシステムの現象」を表していることになる
としている。加えて、マクロシステムの定義において、
「存在しうる」と言う言葉を用いているが、なぜ、存在
しうると用いたかについて「マクロシステムの概念を現
状から脱した将来に対する可能な青写真にまで拡張させ
たかったからである」とのことである。
これらを踏まえ、本研究では、急速に変化している現

在の社会情勢を踏まえ、ブロンフェンブレンナー（1979）
の生態学的システム論に保育記録を位置づけ、子どもと
保育者、子どもと家庭、子どもと地域との対話として園
で活用している保育記録を、厚生労働省（2019）を参考
に子ども中心に配置する試みを行うことを目的とする。

方法

調査対象園
保育所（園）５園、幼稚園 ２園、認定こども園 ２園

調査時期
2018年２月から2019年11月

手続き
各園に伺い、園（施設）長へ直接研究についての説明

を行い、協力可否について確認した。協力園には、保育
に関わる記録や書類に該当すると思われるものを提出て
もらい、調査者が直接回収あるいは郵送してもらった。
なお、保管・破棄について説明を行い、各保育記録や書
類は個人情報を省いた。また、保育記録や書類について
は、園（施設）長や主任等から説明や補足を受けた。
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保育者の子ども理解における保育記録に関する研究

分析方法
子どもを取り巻く影響を絶えず変化する家庭、社会、

文化、歴史的文脈の中におけるシステムとしてとらえた、
ブロンフェンブレンナーの生態学的システム論に保育記
録を位置づけ、子どもと保育者、子どもと家庭、子ども
と地域の観点に基づき、保育の対象・目的に分類を行っ
た。
なお、分類にあたっては、事前に収集された保育記録

等と別のものを使い、保育者経験のある大学院生１名と
一致率を算出した。一致率は90%であった。

分類の定義は以下の通りである。
マイクロシステム：園、家庭、地域など、記録が直接的
に関わってくる場面（記録とシステムが相互作用する場
面）である。特に１人の子どもを中心に記録しているも
のや保育者自身のふりかえりとしての記録の関係が示さ
れている場合はここに位置づけられる。
メゾシステム：園、家庭、地域など、記録が直接的に関
わる間の相互関係からできるシステム（記録と園・記録
と家庭の相互作用、記録と園・記録と地域の相互作用、
記録と家庭・記録と地域の相互作用）である。特に、子
どもと保育者、子どもと家庭、子どもと地域の関係が示
されている場合はここに位置づけられる。
エクソシステム：記録内容が直接関わりはないが、保育
者を介して、その記録に影響を与えるシステムである。
特に、記録を書いていない保育者がその記録をみて、情
報共有関係が示されている場合はここに位置づけられ
る。
マクロシステム：マイクロシステム・メゾシステム・エ
クソシステムの形態や内容における「一貫性」を示すシ
ステム。また、国の民族や文化、下位文化である。特に、
国が定めている指針や要領が示されている場合はここに
位置づけられる。

結果

それぞれの園で使用されている保育記録に該当する書
類について回収を得ることができた書式に関わるものを
KJ法により分類し、生態学的システム論の観点からとら
えた。生態学的システム論の特徴を踏まえ、「マイクロ
システム」「メゾシステム」「エクソシステム」「マクロシ
ステム」の４つのカテゴリーに分類され、12の下位カテ
ゴリーに類型された（表１）。

表１　生態学的システム論の観点からの保育記録の分類

生態学的
システム論
の観点

保育記録の特徴

マイクロ
システム

・子どもの育ち
・子どもと共有
・保育者自身のふりかえり
・保育者同士のふりかえり

メゾ
システム

・保育者同士で共有
・保護者への発信（保育室内）
・保護者への発信（廊下・玄関）
・保護者と共有

エクソ
システム

・地域への発信（廊下・玄関）
・教育課程・全体的な計画

マクロ
システム

・ 保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保
連携型認定こども園教育・保育要領
・ 保育所児童保育要録（保育に関する記
録）

まず、マイクロシステムに該当する記録や書式につい
ては、「子どもの育ち」「子どもと共有」「保育者自身の
ふりかえり」「保育者自身のふりかえり」の４つの下位カ
テゴリーに類型された。
次にメゾシステムに該当する記録や書式については、

「保育者同士で共有」「保護者への発信（保育室内）」「保
護者への発信（廊下・玄関）」「保護者と共有」の４つの
下位カテゴリーに類型化された。
さらに、エクソシステムに該当する記録や書式につい

ては、「地域への発信（廊下・玄関）」、「教育課程・全体
的な計画」の２つの下位カテゴリーに類型化された。
最後に、マクロシステムに該当する記録や書式につい

ては、「保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保連携型
認定こども園教育・保育要領」「保育所児童保育要領（保
育に関する記録）」の２つの下位カテゴリーに分類され
た。
それぞれの保育記録を生態学的システム論の観点によ

る記録・書式の類型化したものは下記の通りである（図
２）。

図２　生態学的システム論の観点による記録・書式の類型化
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このように保育記録を生態学的システム論に位置づけ
ると図２のようになり、生態学的システム論のように、
家庭、社会、文化、歴史的文脈からの影響を受けている。

考察

保育者が子どもの姿を継続してとらえていく子ども理
解の方法として保育記録を活用することで、保育者自身
の保育について考えるきっかけになること、保育実践の
改善につながるなど子ども理解の一つの方法となってい
る。保育者の子ども理解について、小笠原（2019）は保
育記録の内容分析を行い、保育記録がどのような意味を
持っているのかをキーワードごとに分類しているが、分
類区分は研究の視点によって様々である。保育記録は保
育者だけでなく、保護者や地域との対話として発信する
ことで、子どもの生活や学びを知るきっかけとなり、子
どもを取り巻く環境の中での子どもに対する見方が変
わってくると考えられる。
日々の記録としての保育記録について、生態学的なシ

ステムに内包されるそれぞれの関係性での対話として捉
えると、子どもの育ちを喜び合う一つのツールとして保
育記録を捉えることができるかもしれない。そして、就
学前の全ての園・施設種において、子ども中心に保育の
実践を考えることは、生態学的なシステムの立場から検
討する余地があることが示唆された。
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